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請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法
　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額
　

５
７
３
３
万
円

契
約
の
相
手
方
　

（
株
）
西
森
建
設

21
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

公共事業は、交通など社会基盤の整備を促進する、災害の防止などと併せて、地域の経
済効果を高めていく、地域経済の活性化や雇用の確保に大きな役割を担っている。
町経済において、公共工事は大きなウエイトを占めており、長期にわたる景気低迷によ

り民間からの受注に多くを望めない厳しい経営状況にある町内業者にとって、公共事業に
係る工事等の受注を確保することは、技術力や経営力を向上させるうえで極めて重要であ
り、そのことが町経済の活性化に寄与することは明らかである。

１．公共事業の発注に当たっては 町内業者 を優先すること。
２．町内業者 の下請の活用及び地元産品の優先使用を図ること。

以上決議する。
平成22年9月17日

仁淀川町議会

で
、
林
道
桐
見
川
白
石
川
線

の
川
又
橋
の
架
け
替
え
工
事
。

入
札
は
9
月
8
日
に
町
内

8
業
者
で
。

工
期
は
23
年
2
月
20
日
。

（
全
員
　
可
決
）

■
21
年
度
（
繰
越
）
観
光

拠
点
多
目
的
ホ
ー
ル
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法
　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額
　

７
１
９
７
万
９
６
０
０
円

契
約
の
相
手
方

大
旺
新
洋
（
株
）
高
知
建

築
本
店

「
ゆ
の
森
」
の
駐
車
場
隣

接
地
に
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
観
光
産
業
の
活
性
化
を

推
進
す
る
た
め
、
町
の
観
光

拠
点
と
し
て
多
目
的
に
活
用

で
き
る
ホ
ー
ル
を
整
備
す
る

も
の
で
、
建
物
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
・
一
部
木
造
平

屋
建
、
床
面
積
243.

11
fl
。

入
札
は
9
月
8
日
に
、
町

内
の
資
格
を
有
す
る
2
業
者

と
実
績
の
あ
る
町
外
6
業
者

で
。工

期
は
23
年
3
月
15
日
。

（
多
数
　
可
決
）

反
対
・
片
岡

こ
の
３
件
の
議
案
は
、
議

会
の
議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
予
定
価
格
5
千
万

円
以
上
の
工
事
請
負
で
あ
る

た
め
、
契
約
に
際
し
、
議
決

を
求
め
る
も
の
。

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
策
定

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
失
効
期
限
が
28
年

3
月
31
日
ま
で
の
6
年
間
延

長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
22

年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」

を
策
定
す
る
も
の
。

（
全
員
　
可
決
）

■
教
育
委
員
の
任
命

住
所仁

淀
川
町
竹
ノ
谷
１
０
４

３
番
地

氏
名
　

大
原
　
彰
子

22
年
9
月
29
日
で
任
期
満

了
と
な
る
教
育
委
員
会
委
員

の
後
任
と
し
て
、
新
た
に
任

命
す
る
も
の
。（

全
員
　
同
意
）

多目的ホール工事現場（ゆの森横）
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全
国
学
力
、
学
習
状
況
調

査
は
、
希
望
調
査
を
含
め
て

全
校
80
人
が
調
査
を
受
け
た
。

小
学
校
の
算
数
Ａ
問
題
で

全
国
平
均
を
上
回
っ
た
が
、

国
語
Ａ
、
Ｂ
問
題
、
算
数
Ｂ

問
題
で
全
国
平
均
を
５
ポ
イ

ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
国
数
Ａ
Ｂ

問
題
と
も
、
全
国
平
均
ま
た

は
上
回
っ
て
い
る
が
、
家
庭

学
習
へ
の
取
り
組
み
や
、
指

導
の
改
善
の
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
る
。

町
広
報
に
「
わ
が
町
の
教

育
を
考
え
る
」
を
連
載
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
に
７
、
８
月

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
再
編

の
意
見
交
換
を
し
た
が
、
今

後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
議
会

の
関
係
者
で
学
校
再
編
検
討

委
員
会
（
仮
称
）
を
設
置
し

慎
重
か
つ
要
点
を
整
理
し
な

が
ら
議
論
を
深
め
た
い
。

大
野
敏
光
教
育
長

行
政
報
告

学
習
指
導
の
改
善

池
川
自
然
学
園
は
、（
財
）

仁
淀
川
町
ふ
る
さ
と
体
験
セ

ン
タ
ー
に
委
託
、
運
営
さ
れ

て
い
る
が
、
近
年
利
用
者
数

の
減
少
な
ど
で
、
21
年
度
800

万
円
の
委
託
料
で
300
万
円
の

収
歳
入
不
足
と
な
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
財
産
を
取
り
崩

し
て
運
営
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

８
月
に
関
係
者
で
協
議
し

た
が
、
引
き
続
き
結
論
を
導

く
た
め
の
検
討
会
を
持
ち
た

い
。外

国
語
指
導
助
手
の
、
モ

ニ
カ
さ
ん
（
４
年
間
）、
ザ
ッ

ク
さ
ん
（
２
年
間
）
が
８
月

契
約
を
終
了
し
た
。

後
任
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

ケ
イ
テ
ィ
さ
ん
と
ジ
ェ
リ
ー

さ
ん
が
着
任
し
、
英
語
学
習
、

国
際
理
解
教
育
の
た
め
、
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

学
力
調
査

学
校
再
編

池
川
自
然
学
園

外
国
語
指
導
助
手

池川自然学園

視
察
報
告―

西
粟
倉
村
―

７
月
７
〜
８
日
、
岡
山
県

西
粟
倉
村
の
研
修
に
議
員
９

人
が
参
加
し
た
。

西
粟
倉
村
は
、
中
国
山
脈

を
越
せ
ば
40
分
で
鳥
取
市
の

位
置
に
あ
り
、
山
の
深
さ
は

本
町
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
だ

っ
た
。
人
口
は
１
６
０
０
人
。

合
併
は
し
て
い
な
い
。

五
十
年
後
の
森
、
百
年
の

森
林
構
想
で
森
林
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
職
員
40
人
の
う

ち
専
従
職
員
が
２
人
い
る
。

１
ha
未
満
の
山
主
が
多
い

所
で
、
作
業
道
造
り
も
苦
労

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
２
人

の
職
員
が
ま
と
め
役
を
し
、

森
林
組
合
が
間
伐
を
し
て
い

る
。Ｆ

Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
（
環
境

に
や
さ
し
い
林
業
と
し
て
の

認
証
）
を
受
け
、
町
の
存
亡

を
森
林
に
懸
け
て
い
る
。
加

工
施
設
も
構
え
、
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
の
産
地
住
宅
を
生
産
し

て
い
る
。
間
伐
材
を
95
％
使

っ
た
洋
風
と
和
風
の
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
を
見
学
し
た
。

「
森
の
町
内
会
」
で
は
、

間
伐
材
を
使
っ
た
和
紙
を
企

業
が
買
い
、
１
キ
ロ
当
た
り

15
円
が
還
付
さ
れ
る
。

保
育
料
の
減
免
も
し
て
い

る
。
村
内
に
50
戸
の
空
き
家

を
見
つ
け
、
50
人
が
移
住
し

て
い
る
。

本
町
も
一
日
も
早
く
、
専

従
職
員
を
構
え
、
用
地
交
渉

に
当
た
る
よ
う
、
総
意
で
執

行
部
に
要
望
す
る
。

研修（西粟倉村）
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編

後
集

記

朝
い
つ
も
笑
顔
で
手
を
振

っ
て
く
れ
る
か
わ
い
い
と
も

だ
ち
。
元
気
を
あ
り
が
と
う
。

今
日
も
頑
張
れ
そ
う
。（
大
原
）

昨
年
貰
っ
た
、
皇
帝
ダ
リ

ア
が
今
年
は
勢
い
よ
く
伸
び

て
い
る
。
開
花
が
楽
し
み
。

（
安
井
）

「
乾
ち
ゃ
ん
」の
鰹
の
タ
タ
キ

を
山
梨
の
次
男
に
送
り
ま
し

た
。
チ
ョ
ウ
美
味
か
っ
た
の

嬉
し
い
便
り
。（
西
森
（
常
））

各
地
で
熊
の
出
没
が
。
本

町
で
は
猪
の
昼
間
の
活
動
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
異
常
気

象
か
、
異
状
気
性
か
。（
農
本
）

譲
り
合
い
の
心
で
、
共
に

生
き
る
仁
淀
川
町
民
で
あ
り

た
い
。

（
岡
田
）

暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い
た

夏
、
彼
岸
を
界
に
め
っ
き
り

過
ご
し
や
す
く
な
っ
た
。
中

国
が
少
し
騒
が
し
い
。（
藤
野
）

昔
、
柿
実
は
下
枝
は
旅
人
、

中
は
持
主
、
上
は
鳥
の
物
。

今
は
全
て
鳥
獣
が
、
困
っ
て

い
る
人
も
動
物
も
。
（
片
岡
）

考
え
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
会
で
発

表
も
し
ま
し
た
。

そ
し
て
案
の
一
つ
に
あ
っ
た
『
新
た
な

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
作
製
と
設
置
』
を
実
行

し
九
月
一
日
体
育
館
北
側

の
自
転
車
置
場
に
完
成
し

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

た
く
さ
ん
の
缶
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
空
き
缶
回
収
に
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。吾

川
中
３
年
　
谷
　
良
太

僕
た
ち
生
徒
会
執
行
部
は
行
事
や
福
祉

活
動
の
た
め
に
空
き
缶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
空

き
缶
を
集
め
る
た
め
、
一
人
一
人
が
案
を

22
年

７
月
５
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

７
〜
８
日
　
先
進
地
行
政
視
察

（
岡
山
県
西
粟
倉

村
）

16
日
　
第
５
回
臨
時
会

議
員
全
員
協
議
会

20
日
　
郡
議
長
会

21
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

22
日
　
議
員
全
員
協
議
会

25
日
　
消
防
大
会

28
日
　
議
員
研
修
（
高
知

市
）

30
日
　
ñ

フ
ー
ド
プ
ラ
ン

新
築
落
成

８
月
３
日
　
議
員
全
員
協
議
会

16
日
　
茶
霧
湖
ま
つ
り

24
日
　
郡
議
員
研
修
会

25
日
　
議
員
全
員
協
議
会

26
日
　
越
知
町
へ
リ
ポ
ー

ト
竣
工
式
・
祝
賀

会
（
越
知
町
）

30
日
　
議
長
研
修
会
・
県

政
意
見
交
換
会

(

高
知
市)

31
日
　
広
域
議
会
（
越
知

町
）

９
月
５
日
　
防
災
訓
練

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会

12
日
　
敬
老
会
（
下
名
野

川
）

吾
川
・
仁
淀
中
体

育
祭

15
〜
17
日
　
第
６
回
定
例
会

18
日
　
敬
老
会
（
森
）

19
日
　
敬
老
会
（
長
者
・

高
瀬
・
森
山
）

20
日
　
敬
老
会
（
大
崎
）

24
日
　
国
道
439
号
新
矢
筈

ト
ン
ネ
ル
早
期
実

現
期
成
同
盟
会
総

会

26
日
　
池
川
小
・
中
、
大

崎
、
名
野
川
、
長

者
小
運
動
会

ラ�コ�ム�

空
き
缶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日

記

帳

空き缶回収BOXを設置しました（吾中生徒会）


